
1市街地の整備　2情報化 の推進　3農林業の振興を
三つの柱に

　本市の行財政運営は、依然として厳しい状況にあるが、限られた資源、財源の中で総合計画に掲げた将来
像「薫風新都―みんなでつくる・笑顔あふれる小城市―」の実現を目指すべく、初めて行政評価の手法を導
入、平成２４年度から２８年度までの５ヵ年を計画期間とする後期基本計画について経営戦略会議を開き、成果
指標の達成度と施策の貢献度を相対的に評価する検討を行い、「平成２６年度の施策毎の方針」を決定し予算
を編成している。特に本年度は1市街地の整備、2情報化の推進、3農林業の振興の３つを重点施策として
位置づけ、これまで以上に成果の向上を目指す予算となっている。

総務・企画１
，１
２
１
万
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
情
報
発
信

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
を

発
信
し
、
動
画
サ
イ
ト
へ
の

掲
載
に
よ
り
、
手
軽
に
市
の

情
報
を
入
手
で
き
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
。
ま

た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ツ

イ
ッ
タ
ー
）
で
も
発
信
。

７
０
１
万
円

小
城
消
防
署
を
建
設

　

関
係
市
町
及
び
佐
賀
県
と

連
携
し
、
小
城
消
防
署
を
改

築
し
、
広
域
消
防
の
組
織
再

編
と
併
せ
て
常
備
消
防
体
制

の
強
化
及
び
常
備
消
防
施
設

の
更
新
を
図
る
。

２
６
０
万
円

市
政
１０
周
年
記
念

事
業

　

平
成
２７
年
３
月
に
市
政
１０

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
民
本
位
の
ま
ち
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
た
め
の
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

１
７
４
万
円

ア
イ
ル
の
資
源

磨
き
に
調
査
費

　

ア
イ
ル
の
温
泉
を
核
と
す

る
温
泉
・
ス
ポ
ー
ツ
・
医
療

が
連
携
し
た
拠
点
づ
く
り
構

想
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
基
本

構
想
）の
調
査
を
実
施
す
る
。

３
７
０
万
円

第
２
次
総
合
計
画

を
策
定

　

第
１
次
が
２８
年
度
で
最
終

と
な
る
た
め
、
第
２
次
総
合

計
画
を
策
定
。
基
本
構
想
は

平
成
２９
年
度
～
３８
年
度
の
１０

年
間
を
想
定
し
て
策
定
す
る
。

３６
万
円

協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進

　

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

対
応
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
組
織
を
設
立
し
、
住
民

の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
自
治
意
識
の
醸
成
を

図
る
。１

，６
７
８
万
円

社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
の
創
設
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
を

改
修

　

個
人
の
情
報
の
確
認
を
行

う
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、

社
会
保
障
の
分
野
や
税
制
度

の
効
率
性
・
透
明
性
を
高
め
、

国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高

い
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
る
。

１
，２
７
４
万
円

電
気
自
動
車
充
電

イ
ン
フ
ラ
整
備
・

活
用
事
業

　

電
気
自
動
車
用
充
電
設
備

の
設
置
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
電
気
自
動
車
の
さ
ら
な

る
普
及
を
促
進
す
る
。

保健・福祉
２
０
５
万
円

障
が
い
児
の
自
立

を
支
援

　

１８
歳
未
満
の
障
が
い
児
に

対
し
、
手
術
等
に
よ
り
将
来

の
生
活
能
力
を
習
得
さ
せ
る
。

６８
万
円

風
し
ん
予
防
接
種

　

妊
婦
の
風
し
ん
感
染
リ
ス
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1市街地の整備　2情報化 の推進　3農林業の振興を

ク
を
下
げ
、
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
の
発
生
を
予
防
す
る
。

１
億
１
，４
６
０
万
円

消
費
増
税
に
伴
い

給
付
金
支
給

　

消
費
増
税
の
負
担
軽
減
の

た
め
に
低
所
得
者
に
現
金
を

給
付
す
る
。
対
象
者
は
８
，

２
０
０
人
程
度
。

産業・建設１５
億
４
，１
６
４
万
円

ま
ち
な
か
市
民
交
流

プ
ラ
ザ（
仮
称
）等

の
整
備

　

旧
小
城
庁
舎
跡
地
に
「
ま

ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

（
仮
称
）」
等
を
整
備
し
、

２１
世
紀
の
人
口
減
少
及
び
少

子
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

ま
ち
づ
く
り
・
交
流
に
よ
る

活
性
化
拠
点
地
区
の
形
成
を

図
り
、
ま
た
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
。

５
，７
１
６
万
円

Ｊ
Ｒ
小
城
駅
周
辺

の
環
境
整
備

　
Ｊ
Ｒ
小
城
駅
の
利
便
性
の

向
上
と
、
安
全
で
快
適
な
歩

行
者
空
間
の
確
保
等
を
図
る

と
と
も
に
、
築
１
０
０
年
の

趣
の
あ
る
駅
舎
を
活
か
し
た

再
整
備
を
行
う
。

５
，７
４
２
万
円

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備

　

長
崎
自
動
車
道
小
城
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
整
備

し
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備

を
促
進
さ
せ
、
小
城
市
の
産

業
振
興
、
災
害
時
の
広
域
支

援
体
制
の
向
上
な
ど
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
。

５
，４
１
９
万
円

市
営
住
宅
の
建
替

　

牛
津
地
区
の
４
箇
所
の
市

営
住
宅
は
、
耐
用
年
限
も
経

過
し
て
お
り
、
居
住
水
準
、

地
域
防
災
面
、
設
備
の
老
朽

化
等
、
様
々
な
問
題
が
あ
る

た
め
、
牛
津
駅
南
に
建
替
を

行
う
。５

，１
８
６
万
円

橋
り
ょ
う
長
寿
命

化
修
繕

　

市
内
の
橋
り
ょ
う
の
多
く

は
、
劣
化
に
よ
り
一
般
車
両

の
往
来
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
予

防
的
な
修
繕
へ
と
政
策
を
転

換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
費
用

の
縮
減
を
図
り
つ
つ
、
道
路

網
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
。

４
，７
５
１
万
円

多
面
的
機
能
支
払

交
付
金

　

こ
れ
ま
で
の
農
地
・
水
保

全
管
理
支
払
交
付
金
に
か
わ

る
も
の
。
農
業
・
農
村
の
持

つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
確

保
す
る
た
め
、
集
落
の
共
同

管
理
に
よ
り
農
地
を
維
持

し
、
担
い
手
の
負
担
軽
減
と

構
造
改
革
を
後
押
し
す
る
。

２
，４
１
３
万
円

観
光
情
報
を
発
信

す
る
番
組
を
作
成

　

佐
賀
県
地
域
人
づ
く
り
事

業
補
助
を
活
用
し
、
小
城
市

の
観
光
、
特
産
品
、
イ
ベ

ン
ト
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
情
報
等
の
テ
レ
ビ

番
組
を
作
成
し
、
情
報
発
信

を
行
う
。
研
修
と
し
て
の
事

業
も
取
り
組
む
。

▲整備されたＪＲ小城駅の駐輪場
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２
，０
６
７
万
円

漁
業
用
給
油
施
設

を
整
備

　

佐
賀
県
有
明
海
漁
協
芦
刈

支
所
の
給
油
施
設
は
、
消
防

署
か
ら
の
安
全
面
の
指
摘
も

あ
り
、
現
行
法
に
適
し
た
漁

業
用
燃
料
の
供
給
施
設
を
整

備
す
る
た
め
、
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
。

教育・文化３
億
２
，３
９
９
万
円

芦
刈
小
学
校
今
年
度
で

い
よ
い
よ
完
成

　

芦
刈
小
学
校
改
築
は
本
年

度
が
最
終
年
度
で
、
地
域
解

放
棟
、
屋
外
便
所
棟
、
中
学

校
改
修
、
外
構
、
駐
車
場
を

整
備
す
る
。

５
，７
２
７
万
円

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
事
業

　

２
ヵ
年
か
け
て
市
内
小
中

学
校
に
整
備
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
利
活
用
の
定
着
と
、
効

果
の
検
証
及
び
保
守
管
理
を

行
う
。２

，６
４
２
万
円

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

専
用
施
設
を
建
設

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
解
消
の
た
め
に
、
学

校
敷
地
内
に
専
用
施
設
を
建

設
す
る
。
今
年
度
は
三
日
月

小
学
校
南
門
東
側
に
建
設
。

１
０
０
万
円

身
近
な
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推

進
補
助

　

誰
も
が
外
出
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
推
進
を
図
る
一
環

と
し
て
、
多
く
の
市
民
が
利

用
す
る
施
設
の
改
修
工
事
等

を
行
う
事
業
の
中
で
、
自
治

公
民
館
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

改
修
等
工
事
に
対
し
て
、
補

助
を
行
う
。

８
，２
８
１
万
円

子
育
て
世
帯
へ
臨

時
特
例
給
付
金
を

支
給

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
際

し
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響

を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
世
帯
の
消
費
の
下
支
え

を
図
る
観
点
か
ら
、
臨
時
的

に
給
付
金
を
支
給
す
る
。
児

童
手
当
の
上
乗
せ
で
は
な

く
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と
併

給
調
整
し
て
支
給
す
る
。

３
０
０
万
円

小
城
市
三
日
月
体

育
館
を
改
修
す
る

調
査
に
予
算

　

昭
和
６１
年
に
建
設
以
来
２７

年
が
経
過
し
た
三
日
月
体
育

館
は
、
こ
の
間
、
補
修
工
事

等
を
行
っ
て
き
た
が
、
現
在

も
大
雨
の
時
は
雨
漏
り
が
続

い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
市

３
，３
７
０
万
円

牛
津
小
学
校
を

大
規
模
改
造

　

経
年
に
よ
る
建
物
の
機
能

低
下
や
用
途
変
更
に
伴
う
大

規
模
改
造
を
２
年
か
け
て
実

施
す
る
た
め
の
設
計
を
行

う
。
以
後
、
古
い
順
に
市
内

の
学
校
を
改
造
し
て
い
く
。

意
見
書

（
第
１
号
）

　
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書

�

（
可
決
）

＜ そ の 他 の ２６年 度 予 算 の 主 な も の ＞
事　業　名 補正予算額

定住促進等事業 1,200万円

青年就農給付金給付事業 1,725万円

６次産業化事業 310万円

さが園芸農業者育成対策事業 1,790万円

県漁業経営構造改善事業 2,067万円

県営クリーク防災機能保全対策事業
「小城地区」 4,500万円

県営農業競争力基盤整備事業
（多久導水路地区） 232万円

県営水利施設整備事業基幹水利施設保
全型（新村地区） 1,260万円

農業基盤整備促進事業 8,682万円

小城市宣伝隊事業（地域人づくり事業） 2,936万円

小城市特産品等販路拡大事業 1,582万円

観光情報発信番組放映事業
（地域人づくり事業） 2,413万円

市道維持補修事業
（社会資本整備総合交付金事業） 900万円

市道江利・大寺線改良事業 3,000万円

市道小路・中村線改良事業 1,480万円

市道甘木線改良事業
（社会資本整備総合交付金事業） 700万円

市道住ノ江・社搦線改良事業
（社会資本整備総合交付金事業） 1,100万円

鉱害ポンプ維持管理事業 3億2,153万円

ＪＲ小城駅周辺維持管理事業 120万円

魅力的商業空間整備事業 100万円

中心市街地活性化推進事業
（地域人づくり事業） 1,071万円

農業集落排水施設機能強化対策事業 743万円

公共下水道事業（小城処理区） 7億7,703万円

市営浄化槽事業 6,511万円

東新町浄化施設管理事業 395万円

認可外保育施設運営支援事業 786万円

保育士等処遇改善臨時特例事業 1,150万円
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内
屋
内
体
育
施
設
の
中
で
も

最
も
利
用
者
が
多
く
、
安
全

で
快
適
に
利
用
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
の
場
を
維
持
確
保
す

る
た
め
に
改
修
調
査
を
行

い
、
対
策
を
検
討
す
る
。

１
億
５
，４
０
０
万
円

保
育
所
へ
施
設
整
備
の

補
助
金
を
交
付

　

認
可
保
育
園
、
認
定
こ
ど

も
園
の
施
設
を
、
佐
賀
県
安

心
こ
ど
も
基
金
及
び
小
城
市

安
心
こ
ど
も
特
別
対
策
事
業

費
補
助
金
を
活
用
し
て
、
増

改
築
や
整
備
を
行
い
、
受
け

入
れ
の
定
員
増
を
進
め
る
。

３
３
１
万
円

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
を

策
定

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
社
会
全

体
で
子
ど
も
・
子
育
て
を
支

援
す
る
新
し
い
支
え
合
い
の

仕
組
み
、
制
度
を
構
築
す

る
。
ま
た
、
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
と
小
学
校
児
童
に

対
し
、
子
育
て
支
援
の
総
合

的
な
事
業
提
供
を
推
進
す
る
。

９３
万
円

梧
竹
作
品
デ
ジ
タ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

化
を
推
進

　

中
林
梧
竹
記
念
館
で
は
、

梧
竹
作
品
・
遺
品
な
ど
約
５

０
０
点
を
所
蔵
し
、
年
４
回

の
常
設
展
で
数
十
点
づ
つ

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
展
示
公
開

を
行
っ
て
い
る
。
作
品
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
小
城
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
画
像
や
情
報
を

常
時
公
開
し
、
梧
竹
作
品
を

鑑
賞
で
き
る
機
会
を
増
や
す

と
共
に
、
記
念
館
へ
の
来
館

者
増
を
図
る
。

３
，３
７
０
万
円

牛
津
小
学
校
を

大
規
模
改
造

　

経
年
に
よ
る
建
物
の
機
能

低
下
や
用
途
変
更
に
伴
う
大

規
模
改
造
を
２
年
か
け
て
実

施
す
る
た
め
の
設
計
を
行

う
。
以
後
、
古
い
順
に
市
内

の
学
校
を
改
造
し
て
い
く
。

意
見
書

（
第
１
号
）

　
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書

�

（
可
決
）

用
語
解
説

【
人
権
擁
護
委
員
と
は
】
人

権
の
侵
犯
を
監
視
救
済
し
、

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努

め
る
た
め
に
１
９
４
９
年
制

定
の
人
権
擁
護
委
員
法
に
基

づ
い
て
市
町
村
（
特
別
区
を

含
む
）
に
置
か
れ
る
委
員
。

市
町
村
長
の
推
薦
に
よ
っ
て

法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
。

【
監
査
委
員
と
は
】
地
方
公

共
団
体
の
執
行
機
関
の
一

つ
。
地
方
公
共
団
体
の
財
務

や
事
業
な
ど
に
関
し
、
監
査

（
監
督
し
検
査
す
る
こ
と
）

を
行
う
も
の
。

【
意
見
書
と
は
】
地
方
自
治

法
の
規
定
（
９９
条
）
に
基
づ

い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
公

益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
会
の
意
志
を
国
会
や
関
係

行
政
庁
に
伝
達
す
る
た
め
に

提
出
す
る
文
書
を
い
う
。
意

見
書
の
発
案
は
議
員
が
行

い
、
こ
れ
を
議
会
に
は
か
り

決
定
し
て
、議
長
の
名
で
関

係
機
関
に
提
出
す
る
。

【
条
例
と
は
】
地
方
公
共
団

体
が
そ
の
管
理
す
る
事
務
に

関
し
法
令
の
範
囲
内
で
議
会

の
議
決
に
よ
っ
て
制
定
す
る

法
規
。
条
例
の
種
類
に
は
、

内
容
、
機
能
に
よ
り
二
つ
に

区
分
さ
れ
る
。

　

⑴
行
政
組
織
の
基
本
を
な

す
も
の
で
内
部
管
理
に
関
す

る
も
の
。

　

⑵
税
、
分
担
金
、
環
境
保

全
、
自
然
保
護
等
の
住
民
の

権
利
義
務
に
関
す
る
も
の
。

　

住
民
の
意
志
の
い
か
ん
に

関
ら
ず
、
強
制
力
を
も
っ
て

住
民
に
対
し
て
そ
の
権
利
を

制
限
し
、
あ
る
い
は
義
務
を

課
す
る
も
の
で
、
そ
の
条
例

の
審
議
に
当
た
っ
て
は
、
住

民
の
負
担
能
力
と
立
場
を
第

一
に
考
え
な
が
ら
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。
権
利
を

制
限
し
、
義
務
を
課
す
る
こ

と
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め

る
よ
う
特
に
留
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
住
民

の
代
表
者
で
あ
る
議
会
の
議

決
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
制

定
、
改
正
、
廃
止
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

（
『
議
員
必
携
』
よ
り
抜
粋
）

▲大規模改造が予定されている牛津小学校（昭和５９年度建設）
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予
算
の
な
か
み

意
見
書

用
語
解
説




